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抄　録（抜草）：学校生活への充実感に関与すると思われる内容について質問紙を作成，現代の中学

生が「今の学校生活に対して，どんな側面に，どんな形で充実感や満足感をもって意欲的に物事に

対処するか」を調査，学校生活一般や集団行動（特別活動）に対してもっている意識などを調べた。

この資料について，因子分析法によって発達的に検討した結果，1年生では教師の役割が，2年生

では友達関係が，3年生では将来の進路への関係などもあって，次第に自我の拡大とともに深化が

大となり，同時に教師や友人関係についても学校内での生活事象によって統合と分化が生じること

がみられた。こうした結果は教育心理学的にみて，生徒指導や教育相談のあり方などに重要な示唆

をもたらした。

検索語：中学生，調査法，因子分析，特別活動，生徒指導

※（註）1．本研究は，昭和62年度京都府教育委貞会現職教育職員長期派遣事業の一環として派遣された

舞鶴市立白糸中学校教諭（当時和田中学校教諭）水谷明の研究報告「集団活動と生徒理解に

ついて－集団不適応生徒の指導にかかわって－」のなかで使用した学校生活への生徒の

意識調査について，一谷と相田が指導・助言し，同時に因子分析的検討を最終的に加えたも

のを，さらに再検討してまとめたものである。中学校での教育実践的研究に還元されること

を願って論述したものであることをことわっておく。

2．この研究に際して，舞鶴市立和田中学校の当時の教職員の方々や生徒のみなさんに協力して

いただいたことに心から感謝とお礼を申し上げ，貴重な資料として教育現場に還元されるよ

う今後も努力する所存であります。
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Abstract：Toinvestigatetherelationshipbetweenthesense（orfeeling）ofself－fulfillmentand

theadjustmenttoschool1ifesituationsamongjuniorhighschooIstudents，theauthorsconstruct－

edtheschoolquetionnairescalesrelatedtotheabovementioned．Thedataobtainedfromthe

publicschooIstudentsinMaizuruCity，KyotoPrefecture，Wereanalyzedbythemethodsof

principalfactor and varimax rotation．The finalresults gained by these procedures were

discussedfromthepointofdevelopmentalpsychologyofpuberty．

Thesewereasfollows；

（i）For the first year grade students，the teacher－Studentinterrelationship takes a very

importantroletoimprovethesenseofself－fulfillmenttoschoollife．

（ii）For the second yeargrade students，theinterrelationship among friendsis a critical

point．

（iii）Forthethirdyeargradestudents，takinginto consideration oftheirfuturelife after

graduation，both theintegration and the differentiation of the twointerrelationships

abovementionedareveryimportant．

Thesefindingswereverysuggestiveforimprovementoffuturestudentguidanceandcounse1－

1inglnSChoollife．

KeyWords：juniorhighschooIstudents，quetionnairemethod，factoranalysis，eXtra－Curricular

activity，guidance

I．導入－問題と目的－

『中学生の学校生活への充実感に関する教育心理学的研究』との標題のもとに，その一環として

おおむね次のような内容について検討してきた。すなわち，

①現代の中学生が「今の学校生活に対して，充実感ないし満足感をどんな側面についてどんな

形でもっているのか？」を中心に，学校生活全般や，指導者としての教師がなんらかの教育的意

図のもとに企図し，計画してきた特別活動の一環としての集団的活動に対してもっている意識

などについて質問紙法等で調査してきた。それは，直接的な回答の結果について吟味・検討を加

えて，生徒達にどのような形で還元し，指導・援助などをいつ，どこで，どんな方法で入れてい

くのが適切かを教師自身が過去の指導との関係で卒直に反省し，生徒の充実感保持の改善や向

上に資するためのものであった。具体的には，京都府下舞鶴市内の一公立中学校の生徒を対象と

し（約450名：各学年ともほぼ150名），結果を分析して若干の考察を加えた。（『中学生への充実

感に関する教育心理学的研究（1）－学校生活への意識・行動と満足感－』，1990，一谷・

相田・水谷）

②上記①の発展的なものとしての吟味・検討を加えた。つまり，学年当初（具体的には第1学

期末：7月）での学校生活への充足感・満足感を問うたのち，学校が教育的意図をもって計画し

た特別活動等がどのように意識されているかも質問紙的に調査したが，さらに重要な吟味・検討

の内容として，学年途中（第2学期末：12月）に再調査を行い，学年当初とどのように変容して

いるかをみてみることとした。同時にその背景となる理由づけなどについても問うた。その結

果，対教師関係，友人関係，学習（教科），クラブ活動その他の特別活動等々について，指導者

としての教師のあり方や役割，教育的意図をもって計画される種々の行事的活動などについて，

さらに学校生活に充実感がもてるようにするための改善的，反省的な課題や示唆をもたらした。
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これらに加えて，第1回目調査（7月）と第2回目調査（12月）とを因子分析的に検討した結果，

学年毎に充足感の様相に相異があることが示唆された。同時に，学年毎に充実感・充足感に関す

る背景が異なることも因子分析的に示され，学年に応じて「個」と「全体（集団）」に対して，

それぞれに対応した指導をどんな形で，いつ導入するのかに示唆を与えた。（『中学生の学校生活

への充実感に関する教育心理学的研究（2）－学校生活への充実感・満足度の再調査による

変化を中心に－』，1990，一谷・相田・水谷）

③学校生活への充実感や充足感が持ちえず，いわば適応障害の典型的な課題として，現在の中

学校で広く一般的にクローズ・アップされているものは，長期欠席生徒の精神的環境（内的過程

や外的過程を含めて）の問題である。そこで，京都府下舞鶴市内の公立中学校全体の昭和61年度

の長期欠席生徒（ここでは30日以上とした。）78名についてその実態にアプローチ，問題点と内

面的理解に努め，今後の学校生活での理解・指導・援助等のあり方について理論的・実際的に検

討・吟味した（『長期欠席生徒の問題理解と指導・援助』，1989，一谷・相田・水谷）

以上の研究過程のなかで，いくつかの問題点が明らかとなってきた。

結論的かつ端的にいえば，その問題点のひとつは，「調査1」（7月時点のもの）には，ある意味

で多様的，多面的な内容の項目が含まれているので，これについて，一対一に対応した説明や吟味，

考察を加えても必ずしも科学的とはいえないような非一貫性がみられる危険があるということで

ある。科学的という以上は，“記述の科学的経済”が貫かれていること，心理学的にいえば，調査

項目に反応したり回答したりするさいの，その背景にあるもの，共通的な動機なり欲求なりを探索

することが望まれるわけである。この点に関しては，項目間（設問間）の相互相関行列から出発し

て，それに因子分析的検討を加えることで，多くの項目間に共通した背景的次元のものを抽出する

ことにより，より深い，かつ一貫性のある解釈を行うことが可能と考える。

しかしながら，質問項目（設問）間の相互相関（相関行列）から出発して因子分析的検討を加え

たとき，抽出された因子行列からの因子構造ないしは因子パターンは，種々の反応（ここでの研究

の場合ならば質問項目ないしは設問への回答ということになる。）の内的過程としての背景にある

もの，動機なりあるいはより深い水準の内的構造に対応するものだろうか。

この点に関しては，厳密には2つの見解がある。すなわち，

①相互相関行列から出発 して求められた最終的因子解は，数的操作の結果 としてもた らされ

たものであって，それ以上の何 ものでもないという見解である。

②今ひとつは，因子分析的に誘導 された因子行列か らの因子構造 （または因子パターン）は反

応相互間の背景 となる内的過程 または心理的過程を示唆するもので，種々の反応の動機的水準

ないしはそれに対応するものを示唆的に誘導していると考えてよいという見解である。

これまでの理論的観点や，あるいはこの技法（因子分析法）を利用しての研究が比較的多かった

私たちの研究の経験的観点などを考慮してみると，上記の2つの見解は対噂したり対立したりす

るものではないと考えている。それは次のような理由による。

相関係数の誘導者として著名なカール・ピアソン（KarlPearson）は，名著「科学概論」（Grammer

ofScience：ピアソン著，平林初之輔訳，世界大思想全集41，科学概論，昭和5年（1930），春秋

社刊）のなかで大要次のように述べている。自然科学のとるべき最も単純ながら純粋な方法は，

（D事象の忠実な観察 （faithful observ ation）

②観察事象の分類 （classification）

③原理 ・法則性の誘導 （principles or law s）
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である。因子分析法は，考えてみると，このピアソンの提唱している段階のなかで（参の段階に相当
°　°　　　　　　　　°　°

するものと思われる。あくまでも分類のための手段であり道具なのである。だから，因子分析法で

誘導された因子行列は，何らかの基準で分類していることは確かなのだが，そこから直ちに原理性

や法則性のあるものを導出しているどうかについては，慎重でなければならない。私どもの見解で

は，因子行列として誘導されたものは，何らかの仮説構成体（hypotheticalconstructs）的なもの

として対応した方が妥当なのではないかと考える。今日では，因子行列からさらに進めて各被験体

（被験者）の因子得点を誘導することが十分可能になっているので，特定因子にのみ因子得点の高

い（または低い）被験者を集めて，実験室的実験等によって反応傾向を精査し，上に述べた仮説構

成体的なものへの特質や特徴を吟味する方が穏当ではないかと考える。このようにして，私ども

は，因子行列そのものは，何らかの基準で事象や反応を分類しているがそれを仮説的なものと考

え，さらに，実験的検討を加えることではじめて原理的なもの，法則的なもの，あるいは仮説検証

へと近づくことができると思う。このように，分類された結果誘導された因子を仮説構成体的とし

て考えておく方が妥当であると現段階では考えている。

このような考え方と同時に因子分析法を，私どもは以下のように考えて利用することが比較的

妥当ではないかと考えている。すなわち，一般に我々が観測的に可能なのは，どのような方法をと

るにしても（観察法，調査法，実験法等々），キャッテル（Cattell，R．B．）流にいえば，

R＝f（S，0）

〔孟2誓誹糟監箭競），（f悪幣投射立望望晋悪を〕

とされており，一般的には分散分析法と対比することで比較的理解可能ではなかろうか。

分散分析法では，このキャッチルの式のうち，Sや0を統制（制御）して独立変数的に扱い，仮

説ないし仮説構成体としての過程を考えて従属変数としてのRの測定値を処理し，ふつうにいわ

れるF－検定で処理する。実験デザインが明確化されておれば，検討しようとする仮説も従って明

確化されていることになる。しかし，我々の日常生活でゐ反応はSや0では統制され得ないような

多様な外的刺激や内的刺激・内的過程によって派生している場合も多いわけである。確かに分散分

析にかけることのできる実験は，心理学研究法のうちでも最も実験らしい実験であって，実験心理

学の最も大切にしているものであることを否定するものではない。そして，それによって仮説を検

証して，原理的，法則的なものを誘導することは極めて重要かつ価値ある方法の最たるものであ

る。けれどま，反応を多様に，多角的に，多数に収集して，そのデータを因子分析的に処理して，

Sや0の側面に接近することも，一面では意義のあることである。ただその際に，因子分析で誘導

されたものを，即座にSや0の側のものと考えることは早計であることに注意を要する。先にも少
e　°　　°　°

し触れたように，因子分析法はあくまで分類のための手段・道具であるから，そこに誘導された因

子をひとつの仮説的段階のもの（または仮説構成体的なもの）と考えて，因子得点などを求めて，

特徴的に因子得点の高い（あるいは低い）被験者（被験体）を集めて，実験的検討を加えてはじめ

て，因子の意味が明らかになると思う。因子分析的技法を用いる研究では，因子を抽出することで
°　°　　°　°

事足れりという研究が多いが，私どもの見解では，因子分析はあくまで分類のための手段・道具で

あって，抽出された因子は数的操作の結果誘導されたものであり，精々仮説を設定したり，仮説構

成体的なものをセットしたとひかえ目に考えておく方が穏当のように思う。

しかし，因子分析法には，仮説検証的因子分析や探索的因子分析等々があり，また，因子的妥当
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性検討のためにも用いられることもあるので，それぞれの研究に対応して，相関を分析するのに

（相互相関を求める際に）パイロット的なものを挿入しておくことも必要となることがある。因子

の命名は今まで述べてきたような手続き的経過を経てはじめて可能になるものと考えている。

以上にみてきたような観点からすると，我々が今まで『中学生の学校生活への充実感に関する研

究』という標題のもとに検討してきたものをふり返ってみて，上に述べた諸点について，必ずしも

十分でないように思われる面がある。『研究（1）』では，生徒の学校生活への充実感が確かに充足

されているかどうかの検討のために意識調査を実施してその結果に検討を加えた。『研究（2）』で

は，「調査1」（7月時点・第1学期末）と「調査2」（12月時点・第2学期末）とにほぼ同一の内

容の意識調査を実施して，学校が意図する特別活動等（行事，集団的活動等）がたしかに教師の企

画した方向性をもった積極的な効果をもたらしているかを検討した。加えて，充実感をもたらした

りそうでなかったりすることへの理由づけなどについてもたずねた。同時に，7月時点と12月時点

での共通質問項目（設問）のうちから選択的にとりあげて，各時点毎に別々に因子的検討を試みた。

（これとは逆に，長期欠席生徒について一応，充実感が十分にもちえない背景はなにかを検討する

ための吟味をしてきた。）

すでに最初の段階でも述べたように，こうした研究経過を経て，教育的仮説を設定して吟味・考

察を加えてきたが，多少とも矛盾したり，脈絡的にみて一貫性を欠いた面もなくはないと考えられ

る点もあった。そこで今回は，7月時点（第1学期末）の「調査1」について，全調査項目（設問）

について相互相関を求めて因子分析にかけて，各学年（1，2，3年）毎にどのような因子構造や

因子パターンを示すかから，教育的示唆（生徒指導的，相談的なものを含めて）を得たいと考えた。

以上のようなことから，今回は，中学生に対して，学校生活に充実感を積極的にもてる方向の理

解・指導・助言ないし相談をしていくにはいかようにすればよいかの基礎的示唆を得るために，年

度当初（具体的には第1学期末で7月時点）に実施した調査項目（設問）全体について学年毎に因

子分析的検討を加えて，さらに生徒指導・相談を深化させるために，生徒からの示唆を得，指導者

としての教師の改善点や反省点を吟味・検討するための資料としたいというのが本研究の目的で

ある。

II．方　　　法

1．被験者：

京都府下舞鶴市内の市立W中学校の1年生69名，2年生140名，3年も138名である。（いずれも

昭和62年度（1987年度）在学中の生徒である。）

2．調査時期：

昭和62年度の第1学期末（7月）に実施。年度当初に実施すべきとも考えたが，ある程度学年当

初の学校生活の経験を経て，種々の教育活動が落ちついた時点で実施する方が妥当と考えたため

である。特に1年生の生徒については，中学校での生活がいろいろの面で新しい経験であることも

多いだろうということにもよる。

3．調査方法と調査項目：

学校生活に充実感が持てる状態にあるかどうかを確かめるために，その軸になる質問項目とし

て“学校が楽しいが’どうかをたずねたのち，学校生活全般についてたずねることにした。

ここでは，こうした視点から調査項目は，学校に対する充実感や満足感に対するもの9項目，集
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表1「調査1」（7月時点）の質問項目と内容
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・図1和田中ギネスの取り組み
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表2　設問間の相関係数（r）と検定の表（1年生）

設

問

間 1 2 3 4 5 6 7 9 10 11 12 13 14 15

学校が楽しい 勉強がゎかる 友人とぅまくいっている 先生とぅまくいっている よい学校でぁる よいクラブでぁる る学内・打ち込むことがぁ る学外・打ち込むことがぁ 仲間の行動を知っている 仲間の考ぇを知。たい 学内に話せる友人がいる の問題だはみ出す仲間は学級全体 意したい仲間のよくないことを注 いる注意をしてくれる友人が

間 1 学校 が楽 しい
＼

2 勉強 がわ か る ＊ニ　＊

．34 4

＼

3 友達 とうま くいって い る ＊　＊

．36 2

●

．242

＼

4 先生 とう まくいって い る ＊　＊

，45 7

＊　＊

．333
．233
＼

5 よい学級 であ る ＊　事

．348

＊　＊

，355
．125
＊　こ事

．50 5

＼

6 よい クラブで あ る ＊　事

．34 5
．14 1
書

．260
－ ．03 0 ．037

＼

7 学 内 ・打 ち込 む ことがあ る ●　●

．45 0
．220
書

．257
．09 9 ．097

＊∴＊

．3 29

＼

9 学外 ・打 ち込 む ことがあ る
＊∴＊

．48 0

事

．266
．105 ．18 9 ．175 ．130

＊　ニ事

．54 1

＼

10 仲 間の行 動 を知 ってい る ．2 20
＊

．305
．186
＊　書

．38 1

＊∵＊

．334
．122 ．172 ．202

＼

11 仲 間の考 え を知 りたい ＊　書

．3 19

I■

．256

＊　＊

．426

●

．26 7
．142 －．0 87 ．195

●

．302

事

．2 40

＼

12 学 内に話 せ る友 人が い る ．0 20 ．018
＊　＊

．518
．04 0 － ．183 ．0 33 ．139 － ．046 －．128 ．18 0

＼

13
はみ出 す仲間 は学級 全体 の
問題 だ ．158 ．154 ．090

＊　＊

．4 12

＊

．286
．0 20 ．150 ．127 ．136 ．02 8 － ．024

＼

14
仲 間の よ くない こ とを注 意
したい ．2 31

＊

．264
．149
事

．30 4

＊　＊

．326
－．177 ．106 ．162

＊ニ＊

．400

事

．25 2
．124 ．156

＼

15
注意 をして くれ る友 人が い
る

＊　書

．4 54
．102
＊　車

．368
．18 7 ．215 ．165

書

．25 1
．120 ．050 ．1 39 ．228 ．2 22

＊

．296

＼

16 学級 の ため に役 立 ちた い ●　●

．5 46

＊

．298
．234
Il＊

．34 4

＊　＊

．403
．145
＊　車

．4 15

＊ニ　書

．344

＊　事

．333
．19 8 － ．01 1 ．2 22

＊　事

．3 14

●

．280

17
学級 の 問題 は話 合 いで解 決
したい

＊

．3 04
．19 5
●　事

．332

＊　ニ事

．4 73

＊

．256
一．0 65 ．14 2 ．23 1 ．226

＊

．28 0

●

．242

●∴＊

．6 00

＊　＊

．49 1

＊　事

．442

18
生徒 会役 員 を しっか り選 ん
だ ．214 ．138 ．120

＊∵＊

．53 7

＊　＊

，397
．0 32 ．04 2 ．016

事

．277

●

．2 52
．166 ．165

＊　＊

．356
．188

19
生 徒会役 員 は役 割 を果 して

いる ．117
事

．26 7
．109
＊

．26 9
．193
書

．257
．0 72 ．132 ．216 ．0 51 ．110

＊＊

．416

＊

．28 4
．141

20
生 徒会 が活発 な ら学 校 はよ
くな る

●　●

．399
．04 2 ．011

●書

．35 0
．227 一．0 65 ．078

●

．283

＊

．248

●　事

．3 23
一 ．196

＊∴書

．315
．130
＊

．249

21
生 徒会 は生徒 の要求 でH活動
してい る

●

．267
．17 9 ．062 ．13 7 ．040 ．2 33 ．12 9

●

．293

＊　＊

．333
．126 ．059 ．180 ．220 ．204

22
生 徒会 ・学級 の取 り組 みを
負担 に思 う －．025 一 ．058 ．133 一 ．20 6

＊ニ　＊
－ ．33 1 －．0 22 一 ．05 3 ．125 一．131 ．0 61 ．215

●
－．243 － ．115 －．073

23
生 徒会 の取組 に協力 してい
る

●

．260

＊ニ事

．33 3
．156
●　●

．35 7

＊

．300
．0 66 ．22 9 ．154 ．230

事

．2 80
．065 ．107 ．180 ．055

24
学 校 の行 事 の目的 は理解 し

てい る
車

．248

＊

．28 0

●

．288
．174 ．123 ．198 － ．03 9 一 ．028 ．166

31

．2 46
－ ．009 ．193 一 ．02 3 ．167

25
学 校の行 事 は規 則 が厳 しす
ぎ る

＊　＊
－．389

＊　＊
－ ．33 9 － ．231

＊　＊
－ ．4 44 一 ．229 －．189

＊
－ ．29 1

＊
－ ．300

＊　＊
－．414

■l＊
† ．3 61 ．080 －．219 一 ．10 1 ．016

26
学 校 の行 事 は皆 が 役 割 を
持 って い る

＊　＊

．339
．05 2 ．14 1 ．124

＊∵＊

．323
．150 ．134 ．16 5 ．134 ．0 58 － ．042 ．125

●

．2 77

＊　＊

．344

27
ギ ネ ス に挑 戦 す る 方 法 を
知 ってい る

書

．259
一 ．05 0 ．074 －．160 ．042

＊

．304
．18 7 ．11 1 －．021 ．0 89 － ．073 一．036 ．16 8 ．167

28
ギ ネ スの 目的 は理解 してい
る

●∴＊

．325
．20 2 ．144

●　●

．3 52

＊

．306
．047 ．170 ．03 6

＊

．270
．2 11 ．050

事

．296
．10 4
＊　＊
323

29
ギネ スは学校 を よ くす るの
に役立 つ

●　●

．446

●　●

．33 8

＊

．248

●事

．5 28

＊　書

．544
．052 ．140 ．17 6

Il 書

．390
．2 13 ．047

●　●
473
＊　＊

．4 37

＊　書

．37 1

30
ギネ スに よって生活 に めあ

てが出 来た
＊

．251
．17 7 ．164

書

．2 58

＊　＊

．429
．194 ．0 11 ．09 1 ．149 ．129 ．136 ．197

●　事

．3 36

＊　＊

．335

31
ギネ スを通 して仲 間 を再 発
見 した

＊　書

．379
．2 14 ．212

＊∴事

．490

車こ　＊

．559
．123 ．174

事

．29 0

＊

．251
．2 28 － ．076

＊∴書

．496
．2 24
書

．305

32
ギ ネスで学 級 の協 力性 が高
ま った

＊　書

．417

＊

．30 0
．134
＊　書

．463

＊　書

．64 3
．174 ．174 ．2 15

＊　書

．479
．141 一 ．102 ．19 1

＊　事

．4 00
．22 1

34
今 後 もギ ネス をたいせ つに
した い

＊　＊

．391
．20 0
●　●

．323

＊　＊

．370

＊　＊

．3 48

書

．242

＊　＊

．347

＊

．28 8
．174
＊　＊

．361
．040
＊　書

．328
．119
書

．307
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〔言：：：：：：‡：鐙雲霊監芸謂霊：）
1 6 1 7 1 8 1 9 2 0 2 1 2 2 2 3 2 4 2 5 2 6 2 7 2 8 2 9 3 0 3 1 3 2 3 4

学級のために役立ちたい 決したい学級の問題は話合いで解 んだ生徒会役員をしっか。週 ている生徒会役員は役割を果し よくなる生徒会が活発なら学校は 動している生徒会は生徒の要求で括 負担に思ぅ生徒会・学級の取。組を いる生徒会の取組に協力して している学校の行事の目的は理解 すぎる学校の行事は規則が厳し 持っている学校の行事は皆が役割を 知っているギネスに挑戦する方法を いるギネスの目的は理解して のに役立っギネスは学校をよくする あてが出来たギネスにょって生活にめ 発見したギネスを通して仲間を再 高まったギネスで学級の協力性が にしたい今後もギネスをたいせっ

＼＊　＊
．3 9 0

＼

．2 1 3
●

．2 6 6

＼

．1 6 5
＊

．2 7 8

●

．2 9 8

＼

＊

．2 9 6

●　事

，3 5 4
．0 7 6 ．1 2 1

＼

．0 8 7 ．1 5 3 ．1 4 8
車ニ　書

．3 8 4

●　●

．3 1 1

＼

一 ．0 1 4 一 ．1 7 6 一 ．2 2 8 － ．0 6 5 － ．0 8 9 一 ．0 8 1
＼

●

．2 7 9
．1 4 6

＊　書

．3 7 3

＊∴事

．3 5 4
．1 0 4 ．0 4 0 一 ．0 7 1

＼

．0 9 1
●
．2 5 1 ．0 4 3 ．0 7 0 ．1 8 6 ．2 1 2

●
－ ．2 8 4 ．0 5 6

＼

●　＊
－ ．3 3 6

●　●
－ ．3 3 4

●
－ ．2 8 4 一 ．1 3 9

＊∴＊
－ ．3 2 8

＊ ＊
－ ．3 3 8 ．1 7 2 － ．1 9 0

● ・●
－ ．3 2 9

＼

．2 0 9 ．2 0 5
●

．2 6 1
．0 3 8 ．1 9 6 ．1 6 2

Il ＊
－ ．3 5 2 ．2 2 4

＊

．2 8 5
一 ．1 3 9

＼

●

．2 3 9
．0 7 2 ．0 8 3 ．0 8 6 一 ．0 3 2 ．1 4 3 一 ．0 7 7 一 ．0 4 0 ．0 2 6 一 ．1 5 7 ．1 9 6

＼

●

．2 5 4

●．●

．3 4 3
．2 0 8 ．0 6 0 ．1 6 7

事

．2 9 0

＊ ＊
－ ．3 9 9 ．1 6 5

＊　事
．3 6 7

＊　＊
－ ．4 1 3

●　＊

．3 8 4 ．0 7 6
＼

●　●
．4 1 7

＊　＊
．4 9 0

＊ ●

．4 1 3

＊　事

．4 3 8

●　●

．3 3 6 ．1 8 0
●．●
－ ．3 1 2

車∴車

．4 0 1

●

．2 3 6

●
－ ．2 4 2

■　事

．4 1 2
－ ．0 0 0

●　●

．4 3 4

＼

●

．2 7 1

●

．2 7 6

＊　事

．5 5 0

書

．2 5 6
．1 2 1 ．0 5 3

●
－ ．2 3 7

●　●

．3 4 4
．1 6 4 一 ．0 4 2

●　●

．6 6 1
．2 2 6

●

．2 4 5

＊　車

．6 3 4

＼

● ●

．4 1 8

●

．4 4 4

＊

．2 4 9
．1 9 9

● ●

．4 3 1
．1 5 4

●
－ ．2 9 5 ．1 7 8

●　●

，3 9 3

＊　●
－ ．3 2 4

♯ ●
4 3 2 ．1 0 4

●　●

．3 6 3

＊　●
5 6 7

＊ ●

．5 2 3

＼

＊ 事

．4 5 6

事

．2 6 8

●　●

．5 0 4

＊

．2 3 7

●

．2 8 1

●

．2 7 7

＊　＊
－ ．3 6 8 ．2 3 0

＊　事

．3 3 0

●　＊
－ ．5 1 9

● ＊
．5 2 5 ．1 7 9

●　●
．4 4 1

＊ 書

．6 5 5

● ●

．5 5 5

●　●

．6 0 1

＼

●　事
．3 4 7

♯ 事
．3 2 8

事
．3 0 8

●
．2 4 4

●　●
．4 2 9

●
．2 8 7 一 ．1 4 2

●
．2 3 9

書

．2 5 8

車L＊
－ ．4 1 9

●
．2 5 6 ．1 7 4

＊　書

．3 8 0

●　●

．4 4 1

＊ 書

．3 3 9

●　●

．3 9 6

● ＊

．3 4 8

＼

（1年生　69人（2クラス抽出））
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表3　設問間の相関係数（r）と検定の表（2年生）

設

問

間 1 2 3 4 5 6 7 9 10 11 12 13 14 15

学校が楽しい 勉強がゎかる 友人とぅまくいっている 先生とぅまくいっている よい学校でぁる よいクラブでぁる る学内・打ち込むことがぁ る学外・打ち込むことがぁ 仲間の行動を知っている 仲間の考ぇを知りたい 学内に話せる友人がいる の問題だはみ出す仲間は学級全体 意したい仲間のよくないことを注 いる注意をしてくれる友人が

間 1 学校 が楽 しい
＼

2 勉 強が わか る ．0 52
＼

3 友 達 とう ま くい ってい る ＊　書

．4 88
－ ．0 17

＼

4 先 生 とう ま くい ってい る ＊　＊

．3 66

●　●

．269

＊　＊

．304

＼

5 よ い学級 であ る ＊　書

．4 81
一 ．026

＊　こ事

．3 86

＊　＊

．26 0

＼

6 よ い クラブで あ る ＊∵事

．3 46
．090
●　●

．295

＊　＊

．3 79

●　●

．316

＼

7 学 内 ・打 ち込 む ことが ある ＊　＊

．2 74

＊事

．323
．102
＊‥＊

．29 2
．085
＊‥＊

．3 11

＼

9 学 外 ・打 ち込 む こ とが ある 書

．186

●

．193
．017 ．0 42

●

．178
一 ．0 14

＊　書

．229

＼

10 仲 間の行 動 を知 ってい る 書

．196
．026 ．142 ．115

＊∵＊

．244

＊　＊

．24 0
一 ．013 － ．040

＼

11 仲 間の考 え を知 りたい ＊　書

．2 71
．112 ．145

＊こ　＊

．3 12

＊∴書

．219
．15 1 ．122

＊ニ　書

．233

＊

．2 14

＼

12 学 内 に話 せ る友 人 がい る ＊∴事

．3 94
一 、062

●　●

．425

＊こ　書

．34 3

＊　書

．346

＊　＊

．24 8

●

．176
．065 ．138

＊　＊

．255

＼

13
は み出 す仲間 は学級 全体 の
問題 だ

＊　書

．2 57
一 ．028 ．147

＊　こ事

．23 2

＊　事

．250

事

．2 11
．15 1 ．158 ．0 60 ．10 5

＊　書

．243

＼

14
仲 間の よ くない こ とを注意
したい ．149 一 ．020

事

．173

＊

．202
．155
＊

．2 11
．112 ．0 56 ．13 5 ．124

事

．205

＊　暮

、40 1

＼

15 注 意 して くれ る友人 が いる ●

．2 12
一 、023

＊　＊

．310
．110
書

．204

＊ニ　事

．36 8

＊

．19 1
．035 ．141 ．018

＊書

．321

＊　こ書

、22 2

＊　＊

．34 1

＼

16 学 級 の ため に役 立 ちた い ＊　書

．3 64
、075 ．137

書

．19 6

＊　＊

．282

＊∴＊
22 8
●　＊

．360

＊　＊

．243

＊

．2 03

＊　＊

．24 2

＊　＊

．257

●　●

、23 5

＊　こ事

．25 1

＊　＊

．303

17
学 級の問題 は話 し合 い で解
決 した い

＊　＊

．3 77
、077
●．●

．299

＊　書

．29 5

＊　＊

．315

＊　＊

．2 24
．142 ．120 ．141

＊　事

．39 0

＊　＊

．304

＊　■

．39 5

＊　書

．3 19
．158

18
生 徒会役 員 を しっか り選 ん
だ

＊　＊

．3 38
．092
＊ニ　書

．3 17

＊　＊

．265

＊　こ＊

．249

＊　＊

．35 5
．14 7 ．050 ．15 0

書

．18 7

＊　＊

．249

◆　暮

．23 4

＊∴＊

．34 7

41＊

．2 66

19
生 徒 全役 貞 は役 割 を果 して
い る

●．●

．3 28
一 、063

＊　こ事

．2 62

＊　＊

．29 5

＊‥＊

，345

＊　事

．22 3
．138 ．056 ．00 0

書

．196

＊　＊

．268

＊　＊

．34 4

＊　＊

．302
．131

20
生 徒 会が 活発 な ら学 校 はよ
くな る

●　◆

．2 69
，06 1
●　●

．2 37

＊こ　＊

．3 10

＊　＊

．273

＊‥＊

．36 0

＊

．190
．130 ．119 ．13 7

＊Il

．338

＊こ　書

、4 19

＊　事

．254
．128

21
生 徒 会 は生徒 の要求 でh活動
してい る

＊　事

．2 98
一 、1 15 ．100

＊

．19 5

＊　＊

，291

＊

．2 16
．084 ．129 ．09 4 ．15 1 ．035

＊‥暮

．3 11

事

．218
．0 51

2 2
生 徒 会 ・学級 の取 り組 みを
負担 に思 う 一 ．0 91

書

、177

＊
－．185 ．04 9 一 ．174 ．10 3

＊

．208

書

，195
一 ．156

＊
－ ．170 ．015 、02 4 ．029 ．0 10

2 3
生 徒 会 の取 り組 み に協力 し
て い る

＊　事

．4 22
、075
＊　書

．2 58

◆　●

．25 4

＊　こ書

．485

＊ニ　書

．24 5
．159
＊　書

．2 19

書

．170

＊　事

．300

＊　＊

．408

＊　＊

．3 17

＊　＊

．31 1

事

．2 16

2 4
学 校 の行事 の 目的 は理解 し
て い る

＊　＊

．3 63
．005
●　●

．2 52

事

．188

＊　＊

．310

＊　＊

．27 8
．137 ．157

＊　＊

．22 2

■　■

．249

＊　＊

．276

事

、20 0

＊ニ　事

．278
．152

25
学 校 の行事 は規 則が 厳 しす
ぎる － ．138 一 、12 1 一 ．0 92 － ．06 0 ．134 － ．06 1

＊
－．179 一 ．0 38 一 ．0 13 － ．113

＊
－．198 一 ．13 4 － ．014 ．0 45

26
学 校 の 行 事 は皆 が 役 割 を
持 って いる ．1 22 一 、09 1 ．151

＊

．1朗

＊

．208

＊

．2 11
一 ．025 － ．119

＊　＊

．282
．118
＊∴書

．241

書

．2 10
．112
＊　＊

．2 21

2 7
ギ ネ ス に 挑 戦 す る方 法 を
知 って いる

＊　書

．26 3
－ ．02 1

＊　＊

．3 66

書

．179

＊　＊

．292
．15 0 、071 ．0 07

＊　＊

．27 4

＊　＊

．224

＊　＊

．292

＊

．16 7
．095 ．0 04

2 8
ギ ネス の目的 は理解 して い
る

＊

．2 13
．049
車

．174
．135
＊∴事

．228

＊

．19 3

◆

．213
．0 46 ．15 0 ．159 ．095

＊　暮

．23 1
．11 1 ．160

29
ギ ネス は学校 を よ くす るの
に役 立 つ

＊　＊

．2 81
－ ．049 ．139

事

．2 13

＊　＊

．339

＊　事

．29 3
．083 ．0 47 ．12 6 ．135

＊ニ　＊

．231

＊　暮

．37 4

＊　書

．236
．150

30
ギ ネス に よって生活 に めあ

てが出来 た
＊　＊

．43 1
．006
●

．2 12

＊　ニ事

．32 9

＊　書

．334

＊ニ事

．37 8

●　●

．393

＊　書

．2 27
．133
＊　書

．232

＊‥＊

．3 47

＊　＊

、4 16

＊　＊

．319

＊　＊

．2 58

3 1
ギ ネス を通 して仲間 を再発
見 した ．16 2 ．047

◆

．185

＊　＊

．238
．155
＊　＊

．29 3
．111
書

．173

事

．17 7
．160
＊　＊

．233

＊　こ＊

．35 1

＊　事

．297

＊ニ　書

．2 96

3 2
ギ ネス で学 級 の協力性 が高
まった

＊　事

．2 42
，017
●

．2 15

●　書

．352

＊‥事

．225

＊　＊

．39 1

＊　書

．255
．0 16 ．08 8 ．137

＊　書

．333

＊　事

．37 8

＊　書

．31 1

＊　＊

．2 50

33
ギ ネス に成 功 し て うれ し
か った

＊　＊

．3 40
－ ，05 1

＊　＊

．254

＊　＊

．27 4

＊　事

．328

＊　ニ事

．25 3

■　書

、226

＊

．199

＊

．18 3

＊　書

．302

車ニ　＊

．311

＊　＊

．4 16

＊　書

．338

＊　書

．2 73

34
今 後 もギネ スをた いせつ に
したい

＊　－1

．3 40
一 ．030

事

．2 03

事

．2 10

＊　書

．275

＊こ　事

．2 45
．107
＊

，182

＊

．2 08

＊　＊

．35 4

＊∴＊

．287

＊・書

．49 1

＊　＊

．379

＊　＊

．2 53
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〔言：：：：：：‡：呂禁雲霞芸譜霊：）
1 6 1 7 1 8 1 9 2 0 2 1 2 2 2 3 2 4 2 5 2 6 2 7 2 8 2 9 3 0 3 1 3 2 3 3 3 4

学級のために役立ちたい 決したい学級の問題は話合いで解 んだ生徒会役員をしっかり選 ている生徒会役員は役割を果し よくなる生徒会が活発なら学校は 動している生徒会は生徒の要求で括 負担に思ぅ生徒会 ・学級の取り組を いる生徒会の取組に協力して している学校の行事の目的は理解 すぎる学校の行事は規則が厳し 持っている学校の行事は皆が役割を 知っているギネスに挑戦する方法を いるギネスの目的は理解して のに役立っギネスは学校をよくする あてが出来たギネスにょって生活にめ 発見したギネスを通して仲間を再 高まったギネスで学級の協力性が かったギネスに成功してぅれし にしたい今後もギネスをたいせっ

＼●　事
．414
＼

＊ ニ　書

．2 4 4

＊　 事

． 3 4 2
＊ こ　＊

．2 4 7

＊　 ＊

． 4 9 3

＊　 ＊

．3 6 1

＼

●　 ●

．3 1 7

＊　 書

． 3 0 1

●　 ●

．4 0 0

＊　 ＊

．4 9 8

＼

●　 ●

．3 0 0

＊ニ　書

． 4 1 3

● ．●

．2 8 9

＊　 ＊

．4 9 1

＊ l■

． 4 5 9

＼

一一 ．0 4 2 － ． 0 8 5 一 ．1 0 7 － ．1 5 6 － ．0 2 9 ．0 4 7
＼

♯ 事

．4 3 1

＊　 書

． 3 7 2

＊　 事

．3 7 3

●　 ●

．4 2 9

＊ 書

． 4 2 0

＊ 書

．3 7 3
－ ．0 8 8

＼

＊　 ＊

．4 2 9

＊∴ 書

． 3 7 6

＊ 書

．4 0 7

●

．2 1 7

＊　 ＊

． 2 2 4
． 1 2 5 一 ．0 8 7

＊　 ＊

． 4 6 0

＼

車 ．●
－ ．2 5 8

車∴ ＊
－ ． 2 2 4

＊
－ ． 1 8 6

＊
－ ．1 6 7

＊ ＊
－ ．3 3 2

＊ ＊
－ ．2 6 5 ．0 0 3 一 ． 1 5 3 － ．1 5 5

＼

＊　 ＊

．3 0 6

＊　 ＊

． 3 5 3

＊ 事

．2 7 0

＊　 ＊

．2 5 0

＊　 ＊

． 2 6 4

＊　書

．3 4 1
一 ．1 5 5 ． 1 6 2

＊∴ 事

．2 3 2
一 ．1 1 7

＼

．0 4 5
事

．2 1 1
． 1 3 1

＊　 事

．2 2 3

●　 事

． 2 6 2
． 1 6 3 一 ．1 5 9

＊　 ＊

． 3 4 5

＊　 ＊

．3 5 1

●
－ ．1 7 6

●

． 1 7 0

＼

■

．2 0 4

＊　 書

． 2 6 2

＊∴ 事

．2 2 7
．0 9 6

＊

． 1 8 1

■

．2 1 7
－ ．0 7 9 ． 1 3 0

＊　 事

．3 0 8

♯
－ ．1 7 6

＊　 ＊

．2 3 2

＊　 ＊

．3 0 1

＼

● ．●

．2 8 0

＊　 事

．2 2 2

＊　 ＊

．3 1 5

＊ 書

．3 3 0

＊　 書

． 5 5 7

車ニ　書

． 3 0 5

＊
－ ．2 0 1

●　 ●

． 4 2 4

●　 ●

．2 7 5
－ ． 1 3 3

＊　 ＊

．2 3 5
．1 1 5

●　 ●

．2 4 0

＼

＊　 書

．5 4 8

＊　 書

． 4 1 3

車ニ　書

．3 3 1

＊　 ＊

．3 9 9

＊　 事

． 5 8 0

●． ●

．4 9 6
．0 1 9

＊　 ＊

． 5 2 7

● ・●

．4 2 1

●　 ●
－ ．2 6 8

＊ 書

．2 8 3

＊

．1 6 7

＊　 ＊

． 2 9 2

＊　 こ＊

．5 1 4

＼

● ●

．3 2 5

＊

． 2 1 7

＊　 車

．3 4 2

＊

．1 7 6

，l ＊

． 4 5 9
． 1 3 9 － ．1 0 3

●． ●

． 2 2 3

● ■

．2 9 1

＊
－ ．1 7 7

●

．2 1 0
．1 5 4

＊　 車

． 3 3 7

●　 事

．4 4 0

＊ 書

．4 4 3

＼

●　 事

．3 7 6

＊　 事

．3 7 0

＊　 ＊

．3 3 4

＊ ∴＊

．4 6 2

＊　 ニ事

． 5 2 6

＊ 事

． 4 3 1
一 ．0 5 1

●　 ニ事

．3 6 3

＊

．2 1 2

＊　 ＊
－ ．2 3 2

＊　 事

． 3 5 6

●

．1 9 0
．1 6 1

●　 ●

．4 5 5

● ．●

．6 3 3

＊ 事

． 4 2 5

＼

＊∴ 車

．5 2 4

＊　 ＊

． 3 8 3

＊　 ＊

．4 0 3

＊　 ＊

．4 4 2

＊　 ＊

． 4 2 1

●　 ●

．3 7 3

＊　 ＊
－ ．2 5 8

＊　 ＊

． 5 1 8

＊∵ 書

．3 8 7

＊
－ ．1 7 9

●　 ●

．2 8 4

＊ 書

．2 6 1

事

． 1 8 2

●　 ●

．5 2 3

＊ Il

．6 0 9

●　 ●

． 4 0 5

●　 ＊

．5 8 2

＼

＊　 ＊

．4 6 4

＊こ　事

． 4 1 9

●　 ●

．2 9 2

＊　 事

．4 6 5

●　 ●

． 5 8 7

＊　 書

．4 7 4
－ ．1 6 0

＊ ∴事

．5 2 2

車こ　書

．3 9 6

＊　 ＊
－ ．2 7 1

●　 ●

． 3 1 9

＊ こ　書

．2 2 5

♯　 車

．2 2 8

＊　 ＊

．5 7 1

● ．●

．6 0 9

＊ 書

． 4 2 2

＊　 ＊

． 5 3 4

●　 ●

．6 2 2

＼

（2年生140人（全4クラス））
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表4　設問間の相関係数（r）と検定の表（3年生）

設

問

問 1 2 3 4 5 6 7 9 10 11 12 13 14 15

学校が楽しい 勉強がゎかる 友人とぅまくいっている 先生とぅまくいっている よい学校でぁる よいクラブでぁる る学内・打ち込むことがぁ る学外・打ち込むことがぁ 仲間の行動を知っている 仲間の考ぇを知。たい 学内に話せる友人がいる の問題だはみ出す仲間は学級全体 意したい仲間のよくないことを注 いる注意をしてくれる友人が

間 1 学校 が楽 しい
＼

2 勉強 がわ か る ♯　書

．2 84

＼

3 友 達 とう ま くい ってい る ●　●

．394

＊

．20 1

＼

4 先生 とう ま くい ってい る ●　事

．338

＊　書

．30 9

＊こ　＊

．337

＼

5 よい学級 で ある ■l＊

．3 83

事

．20 3

＊　事

．289

＊　＊

．2 54

＼

6 よい クラブ であ る 事

．194

●

．18 3

＊　＊

．276

＊∴書

．2 93
．09 1
＼

7 学 内 ・打 ち込 む こ とが ある ●　●

．286
．09 7
＊事

．233

＊　＊

．3 00

＊

．185

＊　＊

．419

＼

9 学 外 ・打 ち込 む こ とが あ る ●

．185
．03 1 ．053 ．071 ．02 7 ．032

＊

．2 03

＼

10 仲 間の行 動 を知 ってい る ＊　31

．250
一 ．06 1 ．146 ．104

●

．194
．154
●

．20 3
．00 2
＼

11 仲 間の考 えを知 りたい ＊　事

．257
．02 7 ．102

＊

．2 13
．059 ．101 ．15 4 一 ．020

＊　事

．272

＼

12 学 内 に話 せ る友人 がい る ＊　＊

．288
．116
＊こ　＊

．3 18

＊

．181

事

．206
．127
＊

．2 10
，16 7
＊　書

．220

車こ　＊

．2 70

＼

13
はみ出 す仲間 は学級 全体 の
問題 だ

＊　書

．267
一 ．02 3

＊

．18 1

＊　＊

．256
．133 ．129

書

．20 1
．059 ．115 ．149

＊

．182

＼

14
仲 間の よ くない こ とを注 意
したい

＊　書

．279
．1 16
＊∴＊

．232

＊＊

．2 99

＊　書

．323
．119
＊　書

．3 15
．096
＊　書

．245
．162
書

．186

書

．168

＼

15 注 意 して くれ る友人 が い る ＊こ　＊

．430
．10 1
●

．206

＊　書

．291

＊　書

．259

＊∴書

．292

＊ニ　書

．3 35

●　●

．24 9

＊　＊

．343

事

．2 17

＊　書

．358
．094
＊　事

．413

＼

16 学 級の ため に役立 ちた い ＊　車l

．276
．02 4
●

．20 1
．153 ．146 ．162

＊　＊

．36 2

車

．19 1

●・●

．245

●

．179

●

．183

＊　書

．349

■　書

．3 99

＊　＊

．338

17
学 級の 問題 は話合 いで解 決
した い

●　●

．379
．10 6
●●

．255

■l

．218

＊　＊

．26 2
．108
＊　＊

．262

＊∴事

．26 5

＊＊

．268

●∴＊

．2 81

車t

．18 7

＊ニ　事

．383

＊　書

．422

＊書

．37 7

18
生 徒会 役員 を しっか り選 ん
だ

＊　＊

．332

■l書

．22 9
．130
＊　＊

．224

＊　書

．3 17
．147
＊

．190
．15 8 ．088 ．0 64

車こ　＊

．325

●

．193

●　事

．3 68

●　事

．398

19
生 徒全役 員 は役割 を果 して

い る ．093 ．14 8 一 ．005
●

．179

＊　書

．235

●　事

．245
．128 ，01 4 ．056 ．0 46 ．162 ．045 ．151 ．137

20
生 徒会 が活発 な ら学 校 は よ

くな る
＊　＊

．264
．113
書

．194

＊∴事

．261

＊　＊

．22 4

l■　事

．225

●

．201
．03 6
事

．196

書

．172

●　◆

．29 6

＊　＊

．283

＊ニ　事

．286

●　●

．329

21
生 徒会 は生徒 の要 求で活 動
して いる

●ニ　●

．249

●

．179
．166
●　●

．227

●　●

．269

＊　＊

．230
．115 ．053

書

．173

＊　＊

．2 74

＊こ　＊

．225

●

．16 1

書

．176

＊　＊

．28 1

22
生 徒会 ・学級 の取 り組 を負
担 に思 う ．007 ．05 8 ．082 ．0 36 ．05 1 ．159

車ニ　書

．33 7
一 ．003

●

．174
一 ．0 40

＊　車l

．258
一．077 ．144 ．132

23
生 徒会 の取 り組 に協 力 して

い る
＊　事

．22 1

＊

．20 7
．136
＊・事

．269

書

．18 7
．112
書

．178
一 ．030

＊　＊

．238
．113
＊　＊

．28 3

●

．198

＊こ　＊

．387

♯　書

．328

24
学 校 の行 事 の 目的 は理解 し
てい る

●　●

．348

＊　車

．30 2

●こ　●

．233

●　●

．264
．167
Il

．178
．13 5 ．14 7 ．126 ．0 65

●

．2 16

＊　＊

．234

書

．2 10

l■　書

．3 16

25
学 校 の行 事 は規則 が厳 しす
ぎる

＊　＊
－ ．312 －．0 88 － ．115

＊　－l
－．2 53

＊
－ ．192 － ．001 －．02 8 一 ．08 3 一．087 一．166

■l
－ ．18 1

＊
－ ．208

＊　＊
－．2 34

＊　＊
－ ．23 1

26
学 校 の行 事 は皆 が 役 割 を
持 ってい る ．028 ．0 19 ．053 ．048 ．044

＊∵書

．243
．16 7 ．02 5 ．122 ．0 31 － ．0 14 ．052

●

．174

＊

．2 19

27
ギ ネ ス に挑 戦 す る 方 法 を
知 っ てい る

＊　＊

．247
一 ．00 5 ．066 ．0 74

＊

．200
．017 ．06 4 ．056 ．065 ．0 80 ．03 1 一 ．022 ．121 ．048

28
ギ ネ スの 目的 は理解 してい
る

＊　書

．237
．0 33 ．148

●

．178
一 ．040 ．042 ．124 ．09 1 ．015 ．083 ．0 14 ．152 ．103 ．14 4

29
ギ ネ ス は学校 をよ くす るの
に役立 つ

書

．201
．0 24 ．164

＊　＊

．258
．14 7
●∴＊

．29 1

事

．2 18
．15 6 ．158 ．0 71 ．15 2

事

．176

＊こ　＊

．243

＊　＊

．279

30
ギネ スに よって生活 にめあ

てが出 来た ．160 ．09 9 ．110
＊　＊

．229
．099 ．124

●

．195
一 ．0 19

書

．203
．121 ．09 4

＊

．180
．161
●　●

．252

31
ギ ネス を通 して仲 間 を再 発
見 した

＊　＊

．309
．0 81 ．089

事

．175

＊Il

．29 6
．068
車ニ　＊

．262
．15 6
＊　＊

．268
．187
＊　書

．22 1

■l

．208

♯事

．236

＊　＊

．23 4

32
ギネ スで学級 の協 力性 が高
まった

事

．21 1
．0 93 ．070

＊

．210

＊　＊

．2 72

＊　＊

．269

＊　＊

．286
．02 9
●　●

．30 1
．140 ．06 0 ．120

＊　＊
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（言：：：：：：宝：鐙雲雲霞芸諸悪：）
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団活動への意識に関するもの26項目（このうち8項目は生徒の仲間意識に関するもの，9項目は生

徒会や行事的活動など特別活動への意識に関するもの，残りの9項目は「W中ギネス」の取り組み

への意識に関するものとなっている。）とした。質問紙による調査法で，各質問項目について一般

的には4件法でそのうちの1つを選択して回答するという形式となっている。

具体的内容は表1に示すとおりである。なお，上に述べた「W中ギネス」の取り組みの具体的内

容は図1に示すとおりであるが，これは，いわゆるギネス・ブックなどに示唆を得て，学校生活に

充実感がもて，また，生徒間の友人関係や仲間関係を望ましい方向に伸張させることが青年前期に

は大切と考えた教育的意図による特別活動の一環である。（この詳細については，参考文献（章末

に掲載）を参照されたい。）

なお，調査日は昭和62年7月15日で，学級会活動の時間に約30分間を費して，学級担任が各学級

毎に実施した。

III．結　　　果

以上の調査項目について各学年毎に相関関係を求めたのが表2（1年生），表3（2年生）及び

表4（3年生）となっている。なお，素データーからの相関関係の算出，因子分析についてはすべ

て，NECPC－9801の計算機を使用，Microsoftのパッケージを用いて解析した。ついでながら，

1年生の場合は，諸般の事情で2クラス（69名）となり，調査項目33（「ギネスに挑戦して成功し

たときどんな気もちだったか？」）については，入学後間もないことで，十分に体験されていない

ことなどを配慮して回答から削除した。したがって実際に分析の対象とした有効資料は，1年生69

名（2クラス分），2年生140名（4クラス分），3年生138名（4クラス分）となっている。

表2，表3，表4の各学年の相互相関表（相関行列）から，先ず主因子法（Principal Factor

Method）で初期解を求めた。この際，相関行列の対角線値には各列の，絶対値の最大のものを挿

入して推定値とした。

その結果は表5に示すとおりである。

通常は固有地1．000あたりを目安として因子抽出を中止するのが妥当とされているので，2年生

と3年生についてはその方式に従った。1年生では，この方式に従うと第6因子まで抽出されるこ

表5　初期解（主因子法による）の寄与量と寄与率

学 年

因 子　　 寄 与

1　　　 年 2　　　 年 3　　　 年

寄 与 量 寄 与 率 （％ ） 寄 与 量 ． 寄与 率 （％ ） 寄 与 量 寄 与 率 （％ ）

1 8 ．2 1 1 2 5 ．6 6％ 8 ．7 5 4 2 6 ．5 3 ％ 7 ．0 1 4 2 1 ．2 5％

2 2 ．0 0 9 6 ．2 8 1 ．4 6 4 4 ．4 4 1．28 1 3 ．8 8

3 1 ．5 2 4 4 ．7 7 1 ．3 5 3 4 ．10 1．2 0 0 3 ．6 4

4 1 ．4 4 8 4 ．5 3 0 ．9 7 9 2 ．9 7 1．0 3 5 3 ．1 4

5 1 ．2 1 8 3 ．8 1 0 ．8 4 9 2 ．5 7 0 ．8 9 1 2 ．7 0

6 1 ．0 1 9 3 ．1 8 0 ．7 6 3 2 ．3 1 0 ．7 2 1 2 ．1 8

7 0 ．9 0 4 2 ．8 3 0 ．6 2 8 1 ．9 0 0 ．6 6 9 2 ．0 3

8 0 ．6 3 9 1 ．9 4

（繰 返 し ：6 4 0） （繰 返 し ：6 6 0） （繰 返 し ：6 6 0）
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とになるが，ここで述べた主因子法で初期解を求めた結果の因子行列を精査すると，第5因子や第

6因子では，特定項目にのみ因子負荷が高く，その他の項目はほとんど因子負荷を示さず有意に達

するものが見当らなかったので，第4因子までで因子抽出を打切ることとした。なお，各学年の因

子寄与率（％）を見てみると，1年生では第4国子と第5因子の間に，2年生では第3因子と第4

国子の間に，また，3年生では第4因子と第5因子の間に，それぞれ比較的大きな寄与率の差があ

ることもうかがえるので，上記のような形で因子抽出を打切って最終解を求めることとしたこと

も付言しておく。

さて，以上のような根拠に基づいて，次に最終解を誘導するため，ここではバリマック回転

（VarimaxRotation）を行った。その結果を示したのが表6－1（1年生），表6，2（2年生），

表6－1　最終的因子構造（1年生）

因　 子
I II III IV

設　 問

間 1 学 校 が 楽 し い 0 ．2 1 4 0 ．5 4 8 0 ．2 15 0 ．4 3 8

2 勉 強 が わ か る 0 ．1 7 4 0 ．4 2 3 0 ．18 1 0 ．0 2 3

3 友 達 と う ま く い っ て い る 0 ．0 1 7 0 ．2 1 6 0 ．6 10 0 ．2 5 4

4 先 生 と う ま く い っ て い る 0 ．4 5 8 0 ．5 13 0 ．2 3 2 － 0 ．2 4 3

5 よ い 学 級 で あ る 0 ．6 4 2 0 ．3 0 7 － 0 ．0 0 4 － 0 ．0 0 4

6 よ い ク ラ ブ で あ る 0 ．0 1 2 0 ．13 4 0 ．0 3 5 0 ．5 3 6

7 学 内 ・打 ち 込 む こ と が あ る － 0 ．0 9 3 0 ．4 3 9 0 ．2 0 1 0 ．4 5 4

9 学 外 ・打 ち 込 む こ と が あ る － 0 ．0 6 4 0 ．5 6 5 0 ．0 9 1 0 ．2 8 1

1 0 仲 間 の 行 動 を 知 っ て い る 0 ．2 8 3 0 ．4 8 5 0 ．0 2 8 － 0 ．0 5 9

1 1 仲 間 の 考 え を 知 り た い 0 ．0 3 4 0 ．4 3 1 0 ．3 4 9 0 ．0 3 0

1 2 学 内 に 話 せ る 友 人 が い る － 0 ．1 0 9 － 0 ．14 6 0 ．6 9 8 0 ．0 5 6

1 3 は み 出 す 仲 間 は 学 級 全 体 の 問 題 だ 0 ．3 8 1 0 ．3 6 1 0 ．1 3 8 － 0 ．2 0 8

14 仲 間 の よ くな い こ と を 注 意 し た い 0 ．3 9 8 0 ．18 1 0 ．3 6 2 － 0 ．0 8 6

1 5 注 意 し て くれ る 友 人 が い る 0 ．2 9 4 0 ．10 9 0 ．4 0 6 0 ．3 1 4

1 6 学 級 の た め に 役 立 ち た い 0 ．2 6 8 0 ．4 8 3 0 ．1 9 0 0 ．2 4 3

1 7 学 級 の 問 題 は 話 合 い で 解 決 し た い 0 ．3 7 3 0 ．3 8 8 0 ．4 5 1 － 0 ．1 2 8

1 8 生 徒 会 役 貞 を し っ か り 選 ん だ 0 ．5 4 4 0 ．1 13 0 ．2 9 9 － 0 ．0 6 6

1 9 生 徒 会 役 貞 は 役 割 を 果 し て い る 0 ．2 7 5 0 ．2 2 8 0 ．2 7 9 － 0 ．0 7 6

2 0 生 徒 会 が 活 発 な ら学 校 は よ く な る 0 ．2 2 3 0 ．5 2 4 － 0 ．0 5 4 － 0 ．0 3 1

2 1 生 徒 会 は 生 徒 の 要 求 で 活 動 し て い る 0 ．1 1 0 0 ．3 9 2 0 ．0 3 8 0 ．1 6 0

2 2 生 徒 会 ・学 級 の 取 り組 み を 負 担 に 思 う － 0 ．5 2 8 － 0 ．0 4 6 0 ．2 4 9 － 0 ．0 1 2

2 3 生 徒 会 の 取 り 組 み に 協 力 し て い る 0 ．2 9 0 0 ．2 3 3 0 ．2 6 5 － 0 ．0 0 9

2 4 学 校 の 行 事 の 目 的 は理 解 し て い る 0 ．2 7 9 0 ．2 5 4 － 0 ．0 1 6 0 ．1 5 4

2 5 学 校 の 行 事 は 規 則 が 厳 し す ぎ る － 0 ．1 7 3 － 0 ．6 7 2 0 ．0 3 4 － 0 ．1 1 1

2 6 学 校 の 行 事 に 皆 が 役 割 を 持 っ て い る 0 ．6 2 9 － 0 ．0 2 3 0 ．0 0 6 0 ．4 5 2

2 7 ギ ネ ス に 挑 戦 す る 方 法 を 知 っ て い る 0 ．0 8 8 0 ．0 3 0 0 ．0 0 7 0 ．4 7 1

2 8 ギ ネ ス の 目 的 は 理 解 し て い る 0 ．4 4 0 0 ．3 15 0 ．0 2 9 0 ．1 4 3

2 9 ギ ネ ス は 学 校 を よ くす る の に 役 立 つ 0 ．7 1 7 0 ．3 2 1 0 ．2 7 9 － 0 ．0 0 5

3 0 ギ ネ ス に よ っ て 生 活 に め あ て が 出 来 た 0 ．7 4 3 － 0 ．0 9 7 0 ．2 6 9 0 ．2 8 0

3 1 ギ ネ ス を 通 し て 仲 間 を 再 発 見 し た 0 ．6 0 5 0 ．3 9 3 0 ．0 4 1 0 ．1 3 6

3 2 ギ ネ ス で 学 級 の 協 力 性 が 高 ま っ た 0 ．7 1 7 0 ．3 6 4 － 0 ．0 4 4 0 ．2 1 3

3 4 今 後 も ギ ネ ス を た い せ つ に し た い 0 ．2 9 5 0 ．4 6 6 0 ．1 9 3 0 ．2 4 6



16 中学生の学校生活への充実感に関する教育心理学的研究（3）

及び表6－3（3年生）である。

これらの結果について，この研究では，“学校が楽しい”と感じているかどうかを，一応，充実

感なり充足感と対応するものと仮定して，この項目に関係して，同次元の因子軸にどのような項目

が関与（寄与）して抽出されているかをまとめて表示したものが，表7－1（1年生），表7－2

（2年生），及び表7－3（3年生）である。

表6－2　最終的因子構造（2年生）

因　 子
I II III

設　 問

間 1 学 校 が 楽 しい 0 ．2 2 2 0 ．6 2 0 0 ．1 9 0

2 勉 強 が わ か る － 0 ．0 6 8 0 ．0 3 3 0 ．5 0 3

3 友 達 と う ま くい っ て い る 0 ．0 6 5 0 ．6 4 6 － 0 ．0 0 5

4 先 生 と う ま くい っ て い る 0 ．2 2 5 0 ．3 9 7 0 ．3 1 4

5 よ い 学 級 で あ る 0 ．2 0 8 0 ．6 0 9 － 0 ．0 4 9

6 よ い ク ラ ブ で あ る 0 ．2 7 3 0 ．3 9 7 0 ．2 5 9

7 学 内 ・打 ち 込 む こ とが あ る 0 ．1 7 2 0 ．1 5 6 0 ．6 1 8

9 学 外 ・打 ち 込 む こ とが あ る 0 ．13 6 0 ．0 74 0 ．3 6 0

10 仲 間 の 行 動 を知 っ て い る 0 ．0 8 1 0 ．3 7 9 － 0 ．1 0 6

1 1 仲 間 の 考 え を 知 りた い 0 ．1 6 6 0 ．3 9 9 0 ．0 9 6

12 学 内 に 話 せ る友 人 が い る 0 ．2 2 4 0 ．5 2 1 0 ．1 1 1

13 は み 出 す 仲 間 は学 級 全 体 の 問 題 だ 0 ．5 5 2 0 ．1 6 9 0 ．0 7 3

14 仲 間 の よ くな い こ とを 注 意 し た い 0 ．4 0 1 0 ．2 15 0 ．0 7 1

15 注 意 し て くれ る友 人 が い る 0 ．2 0 9 0 ．3 15 0 ．1 3 8

16 学 級 の た め に 役 立 ち た い 0 ．4 8 3 0 ．2 9 2 0 ．2 8 0

1 7 学 級 の 問 題 は話 合 い で解 決 し た い 0 ．4 3 4 0 ．4 2 4 0 ．0 7 3

18 生 徒 会 役 員 を し っ か り選 ん だ 0 ．3 8 1 0 ．3 9 4 0 ．0 8 2

19 生 徒 会 役 員 は役 割 を果 して い る 0 ．5 4 5 0 ．2 9 0 － 0 ．0 6 1

2 0 生 徒 会 が 活 発 な ら学 校 は よ くな る 0 ．6 9 6 0 ．1 9 2 0 ．0 9 5

2 1 生 徒 会 は 生 徒 の 要 求 で活 動 して い る 0 ．6 0 3 0 ．1 13 － 0 ．0 2 4

2 2 生 徒 会 ・学 級 の 取 り組 み を負 担 に思 う － 0 ．0 7 6 － 0 ．2 2 8 0 ．4 5 2

2 3 生 徒 会 の 取 り組 み に協 力 して い る 0 ．4 6 8 0 ．4 7 8 0 ．0 8 0

2 4 学 校 の 行 事 の 目的 は理 解 して い る 0 ．2 9 1 0 ．5 0 5 0 ．0 7 5

2 5 学 校 の 行 事 は規 則 が 厳 しす ぎ る － 0 ．3 3 2 － 0 ．0 2 4 － 0 ．1 5 3

2 6 学 校 の 行 事 は皆 が 役 割 を持 って い る 0 ．3 7 3 0 ．2 6 5 － 0 ．1 8 5

2 7 ギ ネ ス に 挑 戦 す る方 法 を 知 って い る 0 ．1 2 2 0 ．4 9 3 － 0 ．1 1 9

2 8 ギ ネ ス の 目 的 は理 解 して い る 0 ．2 3 6 0 ．2 9 6 0 ．0 6 7

2 9 ギ ネ ス は 学 校 を よ くす る の に 役 立 つ 0 ．6 4 2 0 ．1 9 2 － 0 ．0 9 2

3 0 ギ ネ ス に よっ て 生 活 に め あ て が 出来 た 0 ．7 2 3 0 ．2 7 9 0 ．2 6 9

3 1 ギ ネ ス を 通 して 仲 間 を再 発 見 し た 0 ．5 0 0 0 ．2 0 7 0 ．1 0 1

3 2 ギ ネ ス で 学 級 の 協 力 性 が 高 ま っ た 0 ．7 0 5 0 ．1 8 1 0 ．1 1 1

3 3 ギ ネ ス に 成 功 して う れ しか っ た 0 ．6 6 5 0 ．3 5 1 0 ．0 0 6

3 4 今 後 も ギ ネ ス をた いせ つ に し た い 0 ．7 5 2 0 ．2 6 7 － 0 ．0 3 3
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表6－3　最終的因子構造（3年生）

因　 子
I I I III

設　 問

間 1 学 校 が楽 し い 0 ．6 4 1 － 0 ．0 6 6 0 ．2 68

2 勉 強 が わ か る 0 ．1 4 8 0 ．0 6 9 0 ．4 3 9

3 友 達 と う ま くい っ て い る 0 ．4 3 4 － 0 ．0 2 6 0 ．2 2 0

4 先 生 と う ま くい っ て い る 0 ．4 1 7 － 0 ．1 3 5 0 ．3 2 1

5 よ い学 級 で あ る 0 ．3 7 6 － 0 ．0 7 7 0 ．3 4 2

6 よ い ク ラ ブで あ る 0 ．0 6 7 － 0 ．2 9 8 0 ．3 5 7

7 学 内 ・打 ち込 む こ とが あ る 0 ．3 0 1 － 0 ．3 8 9 0 ．1 2 6

9 学 外 ・打 ち込 む こ とが あ る 0 ．2 4 4 － 0 ．0 2 9 0 ．0 4 9

1 0 仲 間 の行 動 を知 っ て い る 0 ．2 7 0 － 0 ．3 2 0 0 ．0 4 5

1 1 仲 間 の 考 え を知 りた い 0 ．3 4 8 － 0 ．1 1 1 0 ．0 6 1

1 2 学 内 に 話 せ る友 人 が い る 0 ．3 8 0 － 0 ．0 6 8 0 ．2 8 9

1 3 は み 出 す 仲 間 は学 級 全 体 の 問 題 だ 0 ．4 7 7 － 0 ．1 8 1 － 0 ．0 3 0

1 4 仲 間 の よ くな い こ と を注 意 した い 0 ．4 4 3 － 0 ．2 8 7 0 ．1 8 4

1 5 注 意 して くれ る 友 人 が い る 0 ．4 3 9 － 0 ．3 1 2 0 ．2 9 3

1 6 学 級 の た め に役 立 ち た い 0 ．4 1 7 － 0 ．4 1 2 － 0 ．0 6 8

1 7 学 級 の 問 題 は話 合 い で 解 決 した い 0 ．5 4 0 － 0 ．3 0 9 0 ．1 3 3

1 8 生 徒 会 役 員 を しっ か り選 ん だ 0 ．3 0 5 － 0 ．2 6 3 0 ．4 6 0

1 9 生 徒 会 役 員 は役 割 を果 し て い る － 0 ．0 6 3 － 0 ．1 6 9 0 ．5 8 9

2 0 生 徒 会 が 活 発 な ら学 校 は よ くな る 0 ．2 8 9 － 0 ．4 4 4 0 ．3 3 1

2 1 生 徒 会 は生 徒 の 要 求 で 活 動 して い る 0 ．1 6 4 － 0 ．2 1 0 0 ．5 6 0

2 2 生 徒 会 ・学 級 の取 り組 み を 負 担 に思 う － 0 ．0 2 3 － 0 ．3 5 9 0 ．0 1 9

2 3 生 徒 会 の 取 り組 み に協 力 して い る 0 ．3 5 4 － 0 ．2 9 7 0 ．2 0 4

2 4 学 校 の 行 事 の 目 的 は理 解 して い る 0 ．3 0 5 － 0 ．2 0 7 0 ．3 6 8

2 5 学 校 の 行 事 は規 則 が 厳 しす ぎ る － 0 ．4 4 5 － 0 ．1 0 4 － 0 ．1 6 1

2 6 学 校 の 行 事 は皆 が 役 割 を持 って い る － 0 ．0 8 9 － 0 ．4 4 1 0 ．1 8 2

2 7 ギ ネ ス に挑 戦 す る方 法 を知 って い る 0 ．2 2 2 － 0 ．0 3 0 0 ．0 4 7

2 8 ギ ネ ス の 目 的 は理 解 し て い る 0 ．2 5 3 － 0 ．1 8 2 0 ．0 2 1

2 9 ギ ネ ス は学 校 を よ くす る の に役 立 つ 0 ．1 4 9 － 0 ．4 9 4 0 ．2 8 7

3 0 ギ ネ ス に よ っ て 生 活 に め あ て が 出来 た 0 ．1 3 5 － 0 ．5 8 2 0 ．1 6 6

3 1 ギ ネ ス を通 して 仲 間 を再 発 見 し た 0 ．3 6 0 － 0 ．3 7 9 0 ．1 1 4

3 2 ギ ネ ス で 学 級 の 協 力 性 が 高 ま っ た 0 ．19 7 － 0 ．6 6 5 0 ．1 4 5

3 3 ギ ネ ス に成 功 して うれ しか っ た 0 ．4 4 7 － 0 ．5 4 6 0 ．0 2 4

3 4 今 後 も ギ ネ ス を た いせ つ に し た い 0 ．4 7 6 － 0 ．3 7 4 － 0 ．0 7 5

IV．考　　　察

以上のような結果に基づいて，主として，表7（表7－1，7－2，7－3）を中心に，表6（表

6－1，6－2，6－3）を参考にしつつ考察を加えてみたい。

1．中学1年生の場合：

先ず，表7－1から，1年生の場合についてみてみよう。因子IIで，「学校が楽しい」（設問1）

は0．548の負荷量をもって関与している。この因子IIの軸に大きく負荷をもっている項目は，「学校
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表7－1「学校が楽しい」ことに寄与する因子（1年生）

1 ．学校 が楽 しい （因子 II ‥0・548）　　 l 巨 ．学校 が楽しい （困刊 Ⅴ‥0・438）　　 I

25．学校 の行事は規則が厳しす ぎる （－0．672）

9 ．学校外 に打ち込むことがある （0．565）

20．生徒会 が活発なら学校 はよくなる （0．524）

4 ．先生 とうまくいっている （0．5 13）

6 ． よい クラブである （0．536）

27． ギネス に挑戦する方法を知 っている （0．471）

7 ．学校 内 に打ち込むことがある （0．454）

26．学校 の行事は皆が役割を持っている （0 ．452）

10．仲 間の行動を知っている （0．48 5）

16．学級 のた めに役立ちたい （0 ．4 83）

34．今後 もギ ネスを大切 にしたい （0．466）

7 ．学校 内に打ち込むことがある （0．439）

11．仲 間の考 えを知 りたい （0．43 1）

2 ．勉強 がわかる （0 ．423）

15．注 意 して くれる友人がいる （0．314）

31． ギネス を通 して仲間を再発見した （0．393）

1 17．学級 の問題は話合いで解決 したい （0．388）

32． ギネスで学級の協力性が高 まった （0．364）

13． はみ出 る仲間は学級全体の問題だ （0．36 1）

l ：3： 雷雲㌶ 語 法 ㌫ 霊 票 霊 0 ・321）

6 ． よい クラブである （0．307）

－　5 ． よい学級である （0・307）

表7－2　「学校が楽しい」ことに寄与する因子（2年生）

巨 ．学校 が楽 しい （因子 II ‥0 ・62 0）　　 I 巨 ． 学校が楽 しい （因子 I ‥0 ・222）

3 ．友 達 とうま くい って いる （0．646）

5 ． よい学級 である （0．609）

12．学 校内 に話せ る友人が いる （0．521）

24．学校 の行事 の目的 は理解 してい る （0．5 05）

34．今 後 もギネス を大切 に したい （0．752）

30． ギネ スによって生活 にめあてが で きた （0．723 ）

32． ギネ スで学級 の協力性 が高 まった （0．705）

20．生 徒会が活発 な ら学校 はよ くなる （0．696）

33． ギネス に成功 して うれ しか った （0 ．665）

29． ギネ スは学校 をよ くす るの に役立 つ （0．642）

2 1． 生徒会 は生徒 の要求 で活動 してい る （0．603）

13 ． はみ出す仲 間 は学級全体 の問題 だ （0．552）

19． 生徒会役員 は役割 を果 してい る （0 ．545）

3 1． ギネ スを通 して仲間 を再 発見 した （0．500）

27． ギネス に挑戦 す る方法 を知 ってい る （0 ．493）

23．生 徒会 の取 り組 み に協力 してい る （0．478）

17．学 級の問題 は話 合いで解決 したい （0 ．424）

11．仲 間の考 えを知 りた い （0．399）

4 ．先 生 とうま くい って いる （0．397）

6 ． よい クラブであ る （0．397 ）

18． 生徒会役員 を しっか り選 んだ （0．394 ）

10．仲 間 の行動 を知 って いる （0．379）

33． ギネ スに成功 して うれ しかっ た （0．35 1）

15． 注意 して くれ る友人が いる （0．315）

16 ．学級 のために役立 ちたい （0．483 ）

23 ．生徒会 の取 り組 みに協 力 してい る （0．468）

17 ．学級 の問題 は話合 いで解 決 したい （0．434）

14 ．仲間 のよ くない こ とを注意 したい （0．401）

18 ．生徒会役 員 をしっか り選 んだ （0 ．381）

2 6．学校 の行 事 は皆が役割 りを持 ってい る （0．373 ）

2 5．学校 の行事 は規則が厳 しす ぎる （一0．332）
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表7－3　「学校が楽しい」ことに寄与する因子（3年生）

】1 ・学校 が楽 しい （因 子 I ：0・64 1）　　 l l l ．学校 が楽 しい （因子III ‥0 ・26 8）　　 l

17．学級 の問題 は話合 いで解決 したい （0．540 ） 19．生徒 会役員 は役割 を果 してい る （0．589）

21．生徒 会 は生徒 の要求で活動 してい る （0 ．5 60）13． はみ出す仲間 は学 級全体 の問題 だ （0．477 ）

34．今後 もギネ スを大切 にしたい （0．476）

33． ギネスに成功 して うれ しか った （0．447）

25．学校 の行 事 は規則 が厳 しす ぎる （－0．445 ）

14．仲間 の よ くない ことを注意 したい （0．443 ）

15．注意 して くれ る友人 がい る （0 ．4 39）

3 ．友達 とうま くいってい る （0．434 ）

4 ．先生 とうま くいってい る （0．4 17 ）

16．学級 のため に役立 ちたい （0．4 17 ）

18．生徒 会役員 を しっか り選 んだ （0．460）

2 ．勉強 がわか る （0．439）

24．学校 の行事 の目的 は理解 してい る （0．368 ）

6 ． よい クラブであ る （0．357 ）

5 ． よい学級で ある （0．342）

20．生徒 会が活発 な ら学校 はよ くな る ・（0．33 1）

4 ．先生 とうま くいって いる （0 ．321）

15．注意 して くれ る友 人が いる （0．293）

12．学校 内に話 せ る友人 がい る （0．38 0）

5 ． よい学級 であ る （0 ．3 76）

3 1．ギ ネスを通 して仲 間 を再発見 した （0．360）

23 ．生徒会 の取 り組 みに協 力 して いる （0．354）

11．仲間 の考 え を知 りたい （0．348）

18 ．生徒会役 員 をしっか り選ん だ （0 ．3 05）

24 ．学校 の行事 の 目的 は理 解 して いる （0．305）

7 ．学校 内に打 ち込 む ことがあ る （0 ．3 01）

の行事は規則が厳しすぎる」（設問25）で，－0．672の負荷を示している。「学校が楽しい」と感じとっ

ている生徒は学校行事での規則は精神的負担にはなっていないということである。逆にいうと，行

事での規則を厳しくしすぎることは学校を楽しいと感じさせないということにもなる。

学校のなかで，一般的にいって指導者としての教師が気を配ることは，先生とうまくいっている

かとか，友だちとうまくいっているかとか，勉強がわかっているだろうか（教科学習）とか，学級

の雰囲気はどうだろうかとか，クラブ活動などでも充足感をもっているだろうかといったふうに

種々の側面が考えられる。

こうした点を中心にみてみると，1年生の場合，因子IIで，「先生とうまくいっている」（設問4）

は，0．513の負荷を持っており，「勉強がわかる」（設問2）は0．423の負荷で「学校が楽しい」こと

と共通次元にある。さらに，因子負荷はかなり低いが，「よいクラブである」（設問6）や「よい学

級である」（設問5）がいずれも0．307の負荷をもってこの因子IIに寄与していることがうかがえ

る。しかし，のちにみる2年生の場合のように「友だちとうまくいっている」（設問3）がこの因

子IIの軸（次元）には関与していないことがみられるのである。

教育的に多少因果関係をまじえて，解釈仮説的にみてみることにする。（もちろん，既述のよう

に，因子分析は本来，相関から出発しており，従って関連性や関係性についてのみ言及するもので

あるから，因果関係を云々することは適当でないことはいうまでもないのだが……。）

1年生の因子IIでは，「学校が楽しい」ということは，上に言及したように，「先生とうまくいっ

ている」ことと重要な示唆的関連をもたらしている。児童期（学童期）を経て，中学校といういわ

ば新しい学校環境に積極的に適応ないし順応して「学校が楽しい」と感じられるようになるのに，

先生との関係（対教師関係）がかなり大きなウエイトを占めていることがうかがえるわけである。
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それをキーとし，またはアンカーとして，この因子IIの次元に関与している設問の内容が抽出され

てきていると考えられる。「勉強がわかる」（教科学習面），「よい学級」，「よいクラブ」との認知も

生じていると考えてよい。

小学校にあっては，一般的に，教師の指導的関与がかなりの比重を占めているのが，発達的段階

の様相からみても通常の姿であろうし，中学校での新しい生活に入った1年生にとっては，未だ児

童期的特徴をとどめている傾向が強いので，1年生の第1学期当初はとりわけ教師の指導的役割

が，その後の学校生活に大きく関与する点を見逃してはならないように思われる。

「学校外に打ち込むことがある」（設問9：0．565）や，「生徒会が活発なら学校はよくなる」（設

問20：0．524），「仲間の行動を知っている」（設問10：0．485），「学級のために役立ちたい」（設問16：

0．483），「今後もギネスを大切にしたい」（設問34：0．466），「学校内に打ち込むことがある」（設問

7：0．439），「仲間の考えを知りたい」（設問11：0．431）なども，相当に大きくこの因子IIの次元

に負荷をもって関与していることがうかがえるが，依然として「友達とうまくいっている」（設問

3）は関与していないことは上に述べたような解釈仮説的事情と関連して考えると，比較理解可能

であると思われる。

要するに，1年生で，「学校が楽しい」ことに関して，因子IIで共通次元に因子負荷を比較的大

きくもっている項目内容からみて，指導者としての教師の役割りやあり方がどのようであるかが

大きく影響するものと解したい。

1年生で今ひとつ「学校が楽しい」（設問1）と関連する因子次元は，因子IVで，ここでは「学

校が楽しい」ことは，0．438の因子負荷をもって，他のいくつかの設問と共通次元にある形となっ

ている。

この因子IVに大きく寄与しているのは「よいクラブである」（設問：0．536）で，他は0．4台から

0．3台の負荷量をもった4項目である。（表7－1参照）

ここでは「よいクラブである」（設問6）が，因子IIでは0．307の寄与に対して，この因子IVでは

0．536の寄与となっており，比重がより因子IVの方にかかっていることがわかる。

また，「学校内に打ち込むことがある」（設問7）は，因子IIでは0．439の，因子IVでの0．454の寄

与を示しており，あまり差がない。しかし，因子IIと因子IVとは相互に独立した因子であるから，

同じ“楽しい”であっても，あるいは，“学校内に打ち込むことがある’’という点で同じ行動水準

に表出されているとしても，内的過程は全く異なるものであることを重視しなくてはならない。

総じていえば，“学校が楽しい”ということには，2つの全く独立した要因が関与しているとい

うことで，そのひとつは（因子IIでは），教育仮説的に，強いて因果関係的に解釈すると，“先生と

うまくいっていること’’（設問4）が中核となっていると考えることができる。そのほかに，‘‘学級

の問題は話し合いで解決したい’’（設問17），“はみ出す仲間は学級全体の問題だ’（設問13），“ギネ

スを通して仲間を再発見しだ’（設問31），“ギネスは学校をよくするのに役立つ’’（設問29）などが

関与している。これらは，“先生とうまくいっている”（設問4）との関連があり，先行変数的には

このことに注目する必要がある。そうした内的過程のなかで，効果が波及し，“勉強がわかる’’，“よ

い学級である”，“仲間の考えを知りたい”，“ギネスに関わった諸問題”，“よいクラブ’などの内容

にも及んでいくものと考えられる。

いまひとつは，因子IVである。ここでは“学校が楽しい”との感じとり方は“よいクラブである”

（設問6：0．536）が大きく関与していることは先にも言及した通りである。その他に，“ギネスに

挑戦する方法を知っている”（設問27：0．471），“学校内に打ち込むことがある（設問7：0．454），
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“学校の行事は皆が役割を持っている”（設問26：0．452），“注意してくれる友人がいる’’（設問15：

0．314）が，この因子IVに寄与していることがみられる。

クラブ活動などでの経験から学校が楽しく充実感がもてるようになり，学校内に打ち込むこと

を見出すことができる点は，特別活動の一環としてのクラブ活動の意識やあり方について示唆を

与えるものである。協力校ではギネス（既述のとおのに挑戦可能な方法として所属クラブからも

エントリーできるようになっていることなども関連して，“ギネスに挑戦する方法を知っている”

ことや，“学校の行事は皆が役割をもっている’’こと，そして，そこにクラブ活動を通して“注意

してくれる友人”を見出したりしている。必ずしも適切な表現でないかもしれないが，因子IIでの

学校の楽しさは，カリキュラムのある教育での指導者の役割の大切さを，因子IVでの学校の楽しさ

は，カリキュラムのない教育に関連するものと考えてもよかろう。もう少しちがった表現を教育実

践的な見地からすると，因子IIは学級派，因子IVはクラブ派といえるかもしれない。

2．中学2年生の場合：

表7－2は，表6－2に基づいて，2年生の場合の最終解から，「学校が楽しい」（設問1）に関

与している因子を抽出してまとめたものである。

先ず，因子IIでは，0．620の負荷をもって「学校が楽しい」（設問1）が関与しており，これと共

通次元で因子IIに因子負荷量の大きい設問をみると，「友だちとうまくいっている」（設問3：

0．646），「よい学級である」（設問5：0．609），「学校内に話せる友人がいる」（設問12：0．521）な

どとなっている。

先にも少し触れた（1年生の場合に）が，1年生では，「学校が楽しい」ことと共通次元の因子

に負荷をもっているものは，因子IIでは「先生とうまくいっている」（設問4）という点であった

が，「友だちとうまくいっている」（設問3）という点に関しては，この因子次元に負荷をもって関

与していないことがみられた。ところが2年生では，「友だちとうまくいっている」ということが

大きく関与し，「先生とうまくいっている」ことは1年生とは逆で，関与するにはするが，「友だち

とうまくいっていること」ほどには負荷が大きくないことが示されている。

だから，2年生の場合では，教育的な解釈仮説的見地に立つと，友達関係が学校を楽しいと感じ

うるのに重要な要因となっていることがうかがえる。一般にいわれているように，中学1年生では

末だ小学校期的な心理的特徴をとどめているのに対して，2年生ではそこから次第に脱脚して親

や教師をも含めて周囲の大人たちに対して心理的に離反していく。青年前期的，思春期的特徴が顕

著にあらわれ始め，身体的にも心理的にも自己を意識しはじめる。そのことは，自分を気にしつつ

も，不安や劣等感や狐独感や悩みにおそわれることになる。そこでは逆に反動形成的な反抗，理想

主義的，優越感，批判的などとなって，行動化される。したがって，「自分を理解してくれるもの，

自分を知ってくれるものは自分と同じレベルにある友人にしかない」といった心理過程が大きく

内面を支配するのではないか。ある意味では自我の深化の始まりともいえる。

このようにして，友だちとうまくいっていることは学校を楽しいものにするし，逆に，友だち関

係がうまくいかないことは学校を楽しくないものにすることにつながると考えられる。そこから，

「よい学級である」とも感じとるし，「よいクラブである」とも感じとる面が考えられる。1年生

の場合の「学校が楽しい」が関与する因子IVでの「よいクラブである」というのは，2年生のよう

な心理的過程には未だ達していないもので，次第に2年生の方向への心理的変化をしていく前段

階的なものなのではないかと考えられる。

「学校内に話せる友人がいる」（設問12：0．521）は2年生の因子IIにはかなりの負荷をもつが，



22 中学生の学校生活への充実感に関する教育心理学的研究（3）

1年生ではそれは負荷をもっていないことなどもすでに述べてきた諸点を考慮すると理解可能な

面がある。

「仲間の考えを知りたい」（設問11）などをみてもこうした点は十分に理解できると思う。1年

生では，先生との関係においてそのことが志向されているように思われるし，2年生では「自分と

同じなのかどうか」といった，行動面とは別の次元のより深化された心理的過程の次元での願望で

はなかろうか。ギネスに関する設問や，学校行事，生徒会等の設問についても，こうした観点で解

釈仮説的にみた方が妥当のように思う。「仲間の行動を知っている」（設問10）に関しても同様の視

点で考察すると，1年生では未だ2年生に比して深化しておらず，先生との関係において意識化さ

れているが，2年生では上に述べた心理過程からみて，友人にしか理解されないような思春期的秘

密のあることを示唆しているのではないか。

このようにしてみてみると，1年生では，（繰返して言及すれば）指導者としての教師が今後の

学校生活への充実感に対して，かなり直接的，指示的な側面を持って生徒たちに接していくことも

重要な意義を持つことになるが，2年生では友達関係を重視した間接的ないしは非直接的な形で

の指導・助言・援助のあり方を創出することが望まれることになる。

次に，もうひとつ別に「学校が楽しい」（設問1）に関与している因子Iは，因子負荷量が0．222

であって，極めて寄与量が低い。そして，そこに共通次元として負荷をもつ設問は主として，ギネ

ス，生徒会，学校行事等，一般的には特別活動に関係したものが主体となっている。

これについて考えてみたい。今回の協力校での調査的研究資料を因子分析した結果からすると，

設問（質問項目）数や内容などからみて，「ギネス」，生徒会，学校行事等に関してのものが比較的

多く，その方向を重視した調査項目になったことが挙げられる。これは，協力校での実体からみて，

こうした側面を重視すること，つまり，集団的な活動の活性化や高揚のなかから，生徒一人ひとり

にも同時に充実感を持って物事に処して行ける方向へと導きたいとの目標と，それまでの生徒指

導への経験的反省に立って上記の事柄に重点を置くことで，適応障害的，不適応的行動の改善や変

容を目ざしていたこともあって，生徒たちが，そうした意図のもとに実施してきた事柄をどう受け

とめているかを理解して，反省すべきは反省し，理解すべきは理解し，改善すべきは改善すべきだ

と考えていたためであった。従って，こうした点に関する調査項目が比較的多く，因子分析的には

結果的にクラスターを形成して導出されたのではないかと思われる。

しかし，今ひとつ考えておくべき重要な点がある。それをカウンセリングや治療に関連させて考

えてみたい。たとえばカウンセリングにも指示的カウンセリング，非指示的カウンセリング，行動

的カウンセリング等々がある。また，治療においても遊戯療法や行動療法等々がある。そしてそれ

らを平易に理解すると，一方には内面が変容することで外面（行動）が変容していくこともあるし，

逆に他方には，外面（行動）を調整することで次第に内面的にも変容していくこともあろう。それ

と同じように，学校教育のなかでも，行動面を調整することで内的変化を企図することもあるし，

内的変化を調整することで外的行動の変容を企図することもある。

この視点から2年生の因子Iの場合をみるとどうであろうか。「ギネス」や生徒会や学校行事等

の特別活動の側面から充実感がもてるようにして，学習にも意欲を持ち，友だち関係や対教師関係

にもより望ましい方向への改善を目ざしていることになろう。（もちろん，必ずしもそうした面だ

けでなく，もっともっと重要な教育的意図があることはいうまでもないが……。）

ところが2年生では必ずしもそれが「学校が楽しい」ことと直結せず，またこの因子Iでは全く

といってもよいほどに，「友だちとうまくいっている」とか「先生とうまくいっている」，「よい学
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級である」とかの調査項目は関与せず（負荷をもたず），共通の因子次元にないことがわかる。い

うまでもなく，因子IIでは，「ギネス」や生徒会や学校行事のことは一部共通次元に負荷をもって

出ていることは事実である。

だから，ここで強調しておきたいのは，「学校を楽しいものと感じ」，「充実感がもて」，「満足感・

充足感をもたらす」のに，協力校でこれまで，生徒たちのより望ましい人格形成のために企図した

種々の特別活動的取り組みが，「学校が楽しい」と感じることのできる側面と，それとは全く関係

をもたない側面とが，生徒たちからみたときには存在していることを直視する必要があるという

ことなのである。

このことは，特定の協力校での教育実践的な方策について批判したり，反省すべきだということ

を強調したいためではなく，広く一般に中学校での特別活動的取り組みについて，間断なく，生徒

たちの側からの意識の様相，感じとり方，うけとめ方について，敏感であることが大切だし，とり

わけ中学校教育の中で2年生あたりが一番指導困難な面のあることとも考えあわせて洞察してい

くことの必要性に言及したまでのことである。繰り返しにはなるが，中学校期・思春期と一括して

考えがちだが，その中にあっても特に2年生のころは配慮すべきことがらが質的にも量的，内容的

にも多岐にわたる心的側面があるということになろう。

3．中学3年生の場合

表7－3は表6－3に示す3年生の最終解に基づいて，因子負荷が各因子に大きく寄与してい

る設問（調査項目）をまとめて表示したものである。

「学校が楽しい」（設問1）が関与している因子は，因子Iと因子IIIとである。

因子Iでは「学校が楽しい」（設問1）が0．641の負荷をもっている。次いで，「学級の問題は話

し合いで解決したい」（設問17：0．540），「はみ出す仲間は学級全体の問題だ」（設問13：0．477），

「ギネス」関係についての設問（34，33でそれぞれ0．476，0．447），「学校の行事は規則がきびしす

ぎる」（設問25：－0．445），仲間・友人に関する設問（14，15でそれぞれ0．443，0．439）などとなっ

ており，引き続いて「友だちとうまくいっている」（設問3：0．434），「先生とうまくいっている」

（設問4：0．417）といった具合になっている。もう少し因子負荷は小さいが，この因子Iの次元

に「よい学級である」（設問5：0．376），「学校内に打ち込むものがある」（設問7：0．301）が関与

している。

教育的指導の面から解釈仮説的，因果関係的にみると，「先生とうまくいっている」こと，また，

「友だちとうまくいっている」ことがかなりウエイトを占めて，同一次元にあることは注目をひ

く。1年生では「先生とうまくいく」ことに充実感への誘因が考えられ，2年生では「友だちとう

まくいく」ことに充実感への誘因が考えられて「先生」の存在はある意味では希薄化されていたの

に対し，3年生では，「先生」も「友だち」も同一次元に関与してくるといった様相を呈している。

そこに「よい学級」であり，「ギネス」や学校行事等の特別活動的側面も大きく関与してくる。も

ちろん，協力校での種々の特別活動への創意・工夫が，先生とうまくいき，友人ともうまくいって，

よい学級と感じさせている面もないとはいえないだろう。

大切なのは，「先生」関係と「友だち」関係とがうまくいくこととが同一次元で関与しているこ

とで，「学校が楽しく」なっている点を見逃してはならない。通常考えられているように，3年生

は最終学年であり，種々の心理的，内面的過程の作用を考えてみると，青年前期的・思春期的特徴

をとどめつつも，次第に自我の拡大とともに深化が，最高学年としての心理環境的事情も関与し

て，2年生よりもより大きく働き，同時に統合され，体制化されていくのではないだろうか。いわ
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ば内的自覚とともに，将来への方向性を環境的にも模索しつづける段階へと入っていくことも関

係しているだろう。そうした点で，「仲間のよくないことを注意したい」（設問14：0．443），「注意

してくれる友人がいる」（設問15：0．439），「学校内に話せる友人がいる」（設問12：0．380），「ギネ

スを通しての仲間の再発見」（設問31：0．360），「仲間の考えを知りたい」（設問11：0．348）といっ

た内容もこの因子次元に共通に負荷をもっていると考えられる。そして，「学校内に打ち込むこと

がある」（設問7：0．301）といった心理的状態になっていることもうかがえるのである。

一方，注目を引くのは，「勉強がわかる」（設問2）である。1年生では「学校が楽しい」ことと

の関連でみると，因子IIで「先生とうまくいっている」（設問4）と同一因子軸に負荷をもってい

るが，2年生では「学校が楽しい」ことが関与する2つの因子のうちのいずれにも負荷をもたない

という事実がみられる。そして，3年生では因子IIIで関与しているという形になっている。因子III

では「学校が楽しい」（設問1）の負荷量そのものは0．268と低いが，これと同一因子軸に「勉強が

わかる」（設問2）が0．439，「先生とうまくいっている」（設問4）が0．321の負荷量をもって寄与

しているのである。そのほか，生徒会への意識に関する項目が4項目，それに「よいクラブである」

（設問6：0．357），「よい学級だ」（設問5：0．342）などといった形で，この因子III軸はパターン

化されている。

寄与の仕方は相対的に低いとはいえ，「勉強がわかる」ことと，「先生とうまくいっている」こと

とが同一の因子軸（因子III）に負荷量をもっていることは，「勉強がわかる」ので「学校が楽しい」

とする意識は，「先生とうまくいっている」ことなどと関連し，かつ，因子Iの場合に仮説的に考

察したことと相まって，1年生の場合とは異なった形で分化的に「学校が楽しい」ことへ寄与して

いるのである。

4．全体的考察：

以上のように1年生から3年生までの学校生活に対する充実感を質問紙調査で行ってみると概

要として次のように考えることができる。すなわち，

①一年生では，「学校が楽しい」ことには，「先生とうまくいっている」ことが中心的な意識と

なっており，それによって「勉強がわかる」，「よい学級だ」，との意識とともに，協力校で企図

している「ギネス」，生徒会，学級の諸問題等への意欲も高まり，充実感がもてることにつながっ

ている。いまひとつは，「よいクラブだ」との関係で学校が楽しくなっている。また学童期的特

徴をとどめているので教師の役割が重要であることを示唆するとともに，クラブ活動などを通

しての人間関係（友達関係）のひろがりの中で充実感がもてるきざしがみえてきている。

同時に，特別活動的取り組みも学校が楽しくなることに教育的意義をもっていることも示唆

されている。

②2年生では，「友だちとうまくいっている」ことが，学校を楽しくするのに大きな比重を占

めている。中学校期のなかで，思春期的な特徴が最も顕著にあらわれ，心理的に自分たちの気も

ちは同じレベルにある友だちにしかわからないといった雰囲気が典型的に示されているように

思われる。その意味で逆にいえば特別活動の存在意義が大きいようである。この時期には「勉強

がわかる」ことは充実感に関係なく，指導上考えねばならない。学習意欲を高める指導者の力量

も別の側面（つまり教科指導や学習指導面で）で重要なことを示唆していることを，無視しては

ならない。

③3年生では，友だちとうまくいき，先生ともうまくいくことで充実感がもて，同時に特別活

動も大きく関与する。勉強がわかることも充実感に対して別の形で関与することがわかった。最
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終学年としての外的環境と内的環境が相まって，充実感についても統合と分化がみられるよう

に思う。
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